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 論文内容の要旨
 本研究は、フランス人哲学者ベルクソン(Henri-LouisBergson,1859-1941)の思想を教育学的
 に、とりわけ人間生成論の見地から考察することを目的としたものである。ベルクソンは哲学理
 論の構築に終始しており、教育に関する体系だった著作は遺してない.従って、ベルクソンを教
 育論の立場から取り扱った研究は欧米においても数点ある程度であり、我が国では皆無に等しい
 状態である。
 本研究は、特にベルクソンの生成論、創造論、道徳論を考察対象としている.生成論に関して
 は、ベルクソン哲学はもとより、ベルクソンと関わりの深いジェームズ(WilliamJames,1842-
 1910)のプラグマティズムとの関連性に着目して、論考を行った.創造論に関しては、ベルクソ
 ン哲学の源流の一つであるところのプロティノス(Plotin,205～一270)の新プラトン主義哲学の影響
 をも念頭に置きながら、美的創造論を芸術教育理論との関係性において、検討した.道徳論に関
 しては、〈呼びかけ〉とく反響〉の構図を師弟関係に擬えて考究し、とりわけ〈呼びかけ〉の宣教
 的要素を明確化した。
 本論は、四章から構成されている.
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 第一章では、ベルクソン哲学とベルクソンのジェームズ論とを素材としながら、人間生成論の
 基本原理を探求した。ベルクソン哲学の根幹をなす精神的実在の革新的変動性という事象、エラ
 ン・ヴィタル(elanvital)という超合理的で内奥的な〈生命の躍動〉としての働きを、自己をよ
 り高次な存在へと生成させようとする予見不可能な営みであると理解することから開始した.そ
 して、精神的努力の働きを、自己の内なる生長を持続させるための駆動力として考察した.更に
 は、人間生成の思想を、閉ざされた一元的目的論を改良し、開かれた多元的な〈目的性〉を志向
 する理念として示した。
 第二章では、人間生成が具体的かつ多元的に展開される活動として、実用的発明性と美的創造
 性とについて考察した.実用的発明性に関しては、ベルクソンのジェームズ論にも着目しながら、
 道具の用途に関する着想が精神的努力の産物であることを論考した.美的創造性に関しては、プ
 ロティノスの〈心眼〉の思想の影響にも着目しながら、それを美的直観が観得したアイデアを顕
 在化させる営為として把握した。その上で、ベルクソンのデッサン教育改革に関する提言にも着
 目し、美的創造性はペスタロッチ(JohanHeinrichPestalozzi,1746-1827)の幾何的な機械論的
 デッサン教育方法を克服する自由画的デッサン教育方法において展開される旨を論述した。
 第三章では、ベルクソン哲学における神秘的なもの、超越的なものに着目し、自己生成の契機
 としての内的啓示の問題を検討した。ベルクソン本人の自己生成の問題から検討を開始し、物理
 的時間とは異質な精神的時間の存在に気付き、数学から哲学の途へと転身したことで人生の方向
 付けが行なわれたことを内的啓示の働きとして捉えた.そして、美的情動の一つとしての恋愛的
 情動の問題を取り扱い、恋愛的情動には神秘的とも形容されるカが働き、それが自己の魂に内的
 変化を躍起させ、自己を生成させる駆動力となることを考察した。そして、ベルクソンにおける
 神の問題へと移行し、ベルクソン哲学は汎神論的ではあるが、汎神論までには至っていないと結
 論付けた。
 第四章では、〈呼びかけ〉とく反響〉の構図を教育者と弟子の関係に置き直して師弟関係論を構
 築した。〈呼びかけ〉とは宣教的活動であり、理想として提示された道徳律に生気を吹き込み、そ
 れを実現へと誘う実践的手段である。そして、教育者の〈呼びかけ〉は一様に発せられたもので
 はあるが、弟子たちのく反響〉は多様多彩なものであり、彼等を多元的に生成させていく効力を
 持っており、彼等の内に眠る潜在能力を覚醒させ、彼等を予想以上の存在へと昇華させていく可
 能性が秘められていることを考察した.
 以上のことを統合して、本研究においては、人間生成という活動を次のように結論付けた.人
 間生成とは、予見不可能な出逢いを経験することで、自己の生の未来における新たな可能性が開
 拓され、自己の内に眠る隠れた才能が覚醒され、自己をより以上の存在へと絶えず発展的に変容
 させ、創造的に進化させていく生命の営みである、と。
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 論文審査の結果の要旨
 教育という営みは、それが属する時代の人間観、社会観、自然観によって規定されている。し
 たがって、教育に関する哲学的・思想史的な研究は、狭義の「教育哲学」の枠組みを超えて、哲
 学や宗教の問題と広く関わらざるをえない.現に、近年において、教育哲学や教育思想史の有望
 な若手研究者たちは、ペスタロッチやヘルバルトといった古典的な教育哲学者の呪縛から解かれ、
 フロイト、ニーチェ、ハイデッガー、レヴィナスなど従来の教育学の枠を超えた思想家たちを積
 極的に研究し、注目すべき成果を挙げている。フランスの哲学者アンリ・ベルクノンの思想を人
 間形成論の立場から検討した本論文も、このような研究の流れに属している。
 ベルクソンの哲学は、第2次世界大戦以前の思想界において、絶大とも言える地位を占めてい
 た。その影響は、ヨーロッパのみならず我が国にも及んでいる。三木清が、九鬼周造が、そして
 西田幾多郎さえもが、ベルクソンの哲学を積極的に受容した。彼の思想は、当時の進化論やプラ
 グマティズムとも関わる懐の深さを備えており、その影響力はいまだに衰えていない。それにも
 かかわらず、我が国における教育学研究は、ベルクノンをほとんど無視してきた.怠慢、と言わ
 ざるをえない.このような重要であるが未開の領域に鍬をいれたのが、本論文である.
 学術論文として、本論分は、以下の点において評価に値する。
 第一に、本論文は、当該テーマに関連する、日本語・英語・フランス語の文献を広く調査し、
 その結果を「補論」として末尾に提示している。先行研究の精査は、博士論文として当然のこと
 であるが、このことを怠った独断的な研究が散見されるのが我が国の状況である。本論文は、こ
 のような弊害から免れており、「補論」自体が先行研究史として学術的な価値を有している.
 第二に、本論文は、エラン・ヴィタルに代表されるベルクソンの生成概念に焦点を当てつつ、
 その人間形成的な意義を明らかにした。我が国の教育学研究において、生成の問題は、人間生成
 論というかたちで、森昭や矢野智司によって取り上げられてきた。ただし、これらの先行研究に
 おいては、生成の哲学の大御所とも言えるベルクソンは奇妙なことに顧慮されてこなかった.本
 論文は、人間生成論とベルクソンとを結びつけることで、従来の人間生成論が見落としていた哲
 学的な背景を明確にすることに、かなりの程度成功している。
 第三に、本論文は、ベルクソン哲学をジェームズやデューイのプラグマティズムと関連づけて
 論じることに成功している.プラグマティズムは我が国の教育学研究にも多大な影響を与えたが、
 ベルクソンの生成の哲学は、プラグマティズムとの対話の中で展開されていったのである。この
 点に関する本論文の議論は独創的であり、教育哲学の分野においてすでに高い評価を受けている.
 第四に、本論文は、ベルクソン哲学を新プラトン主義のような伝統的な形而上学との関係の中
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 で捉えることによって、西洋思想史全体の中にベルクソンを位置づけ、その特色を明らかにする
 ことに成功している.このような広範な視点は思想史研究にとって必要不可欠であるが、今日の
 若手研究者の多くに欠けているものである.
 以上が、主に評価すべき点である。本論文の問題点としては、①叙述における引用部分が多す
 ぎ、不要な箇所までも引用することで、かえって論旨を不明確にしている箇所がある点、②「序
 章」「第1章」「第2章」に比べた場合、「第3章」と「第4章」の議論がいささか精密性を欠く点
 が挙げられる。とはいえ、論文は全体として見た場合よく整理されており、上述したような評価
 に値すべき点をじゅうぶんに有している。
 よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める.
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